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ス
タ
i
リ

ジ
の
併
合
食

ごの二
月は、
ツ述科学アカデ

宅「lに招かれて約二週間モスク

ワに滞在したが、
中国への関心

が高いときだけに、
大変忙しい

スケジュ
ールで、
幾夜かをボリd

ショイ劇場のバレエ（プPセy

カヤの「アンナ・カレlニナ」泊、

クレムリJン大宮殿のオベラqイ

ワン・
スサlニン」）、
コンセ

ルヴァトゥ1ルの演英会（ルi

ハのヴァイオリJン、
ギレジスの

ピアノ）
などに興。たほ
かは、

ついにゴlpキl通りをぶらつ

く時闘もなかった。

いささか閉口した私は、
・なん

となくロシア的世界から離れて

みたかったこともあって、
スケ

ヲュlルの最後の二日聞がブD

Tだったことを幸いに、
エスト

－一ア共和国の夕刊Jンヘ行った。

往路はモスクワからアエロフロ

ートの小型機で二時間足らず、

帰路は一
晩の夜行
列恩
で
あっ

た。タリJンは、
バルト海に面した

ツ連邦エストニア共和国の首府

で、
天気がよけ打ばヘルシンキ

が海のかなたに望まれる近さに

ある。
私にとってエストニア共

和国についての知識は、
Dトア

噌電

1976年3月11日-5'干U毘詞望星庁---

日一ァ、
ラトピアと並ぷバルト三

国の一
つであること、
スタlp

yが独Y不可侵条約の翌年、
こ

れらバルト一一
薗を否応なくリノ速

に
併合し
てしまったこ
と、
夕

刊』ンは契しい古い町で
Y速のな

かではレニングラード以上に西

欧
化された小都会であることぐ

ろいであった。

はたして、
タDンは素晴らし

い都市であった。
丘のうえから

そ，ー
．． 
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女川川

一
望
す也と、
そこここに部会の
が二人いて蝋を灯（とも）
し、

d
尖培
や丸庭根、
一城壁、
古い街並
た
またまパイ
プ・
ホルガ
ンが

みが建
て込みながらも、
全体が
「歓びの曲」
を裂でていて、
必

調和的で屋様や獲の緑、
茶、
ベ

の芯に響くようであったo
y逮

1ジュ
の色彩が美しい。
町の中
にも、
こんなところがあるのか

必にはドイツの商人に
支配され

舟濡かされたが、タ刀ンには、y

た一
四i一
五世紀以来のハンザ
連で雄一
つの国際的観光ホテル

同盟の商業都市の面隊がそのま
といって遜箇ないVI
RUとい

。
ま残っており、
広場の一
角や小
う名の立
旅なホテルもある。
こ

路の店並みはプ一フハやタポール
のホテルはブィンラ一ンド人が農

を思わせる。
街行く人びとも垢
てたもので、
お客の大半はウオ

ぬけていてモスクワやレニング
トカで酔いにくるフィンランド

－フード
とさえまったく異なった
人だと
いう一。
私を迎えてくれた

議
懇
畿轡F
お唯

議
会
事

j

職
騒
議
機
識
調同山頁

＼
XFJ
TA4
4
一‘

樹描院しfJ七縦断臨
ま息切
！
：
［
－

 

綴織繍機
幾憾明
い山
川

点織織機織機鳴明
あけ叶a

風景である。
雪が残っている枯

れた冬景
色がまた
実に魅
惑的

で、
なんでもない鐙や小路がそ

のまま絵になっている。

安
資
本
主
義
介

の
復
活
？

プロテスタントの教会だとい

う丘のうえのキDク
教会へ入る

と、索朴な堂内ではあるが、老後

アカデミー
の青年男女はゴージ

ャスなムードのこ
のホテルの特

別室で
ありったけの御馳
零歓

待してくれたが、
フォンデュ
の

牢肉はやわらかくてまことに美

味だっ
た。
レモネードも夕日Jン

はY述一
ですよ、
と
彼らは自慢

する。ヱストニアはリノ述
の－平均より

一一五%も一
人当たりの所得が高

いとのことで、
ロシア人よりも

，すべてに進んでいることを
彼ら

は自慢する。
たしかに商品も迎

賓長誕で
あり、
夕日Jンで社会

主畿を発見することは一
見閤綾

なくらいだ。
中国人が
夕刊Mンに

きた后「資本主義の復活そのも

のではないか」
と見るだろう、

というと彼ちも笑って同戚し℃

いた。

あ
守窓にもすぐ
に戚
ロ勺れた。

翌日、
ヱストニア科学アカデミ

ー
の幹部たちが私を招いてくれ

たが、
日本
の科学技術、
商品の

質などを彼ら
は称讃し、
モスク

ワよりも日本との接触を大いに

望んでいた。
も
夫τ臥り夕刊Mンに

は一
人の
日本人も
いない。
ただ

タpンには、
EXPomに日本

ヘ来たヘ
イキ君というダンディ

ーな宵年がいて、
彼はずっ
舟私

を袋内してくれたが、
日本語が

かなりでき、
唯一
人の日本通と

して生花を教えているという。

周
恩
来
遺

書
の
波
紋

ところ
が、
この
夕日Jン
で科

学アカデミーの叫幹部たち
が関口

一
番私に発したのは、
「周恩米

の巡密をどう思うか」
という質

問であった。
日本
の臨時さえ右の

程度で中閣の影などさらさら存

在しないhmpンで、
このような

質問に巌初から出会った私がび
・
連はいま、
日本の中国情報に大

っ
くりしていると、
二月十三日

いに注目してい
るようで
あり、

付のエストニア婦の新附『ラフ

私W『正齢』
（＝一
月号）
隊上に

ヴ
了
ハlル（民族の
き』
を
～
訳出し
た郵小平
の釆公開演説に

探して
きでく
れた。
見
ると、
ー
かがしても、
尖樹列島問
題は一

紙
面には
大きく，
A印
EM
E戸

時ダナ上げしているに
すぎない

印EEEロVNEE
関口
E

町内｛ごgfと出ている。私は、「周

恩来滋窃」
につい
ては中国側が

否定している記績が同じ『サン

ケイ新聞』
に載っ
ていることな

どを説明し、
同時に『サンケイ

新聞』
について知るかぎりを紹

介したのだが、
右の「
周戚来沼

崎町」
については、
タス通信の特

派員が『サンケイ新聞』
の記間引

をかなり官官きかえてモスクワに

送り、
それをタス通信
が穴k的

に流したことを私はすでにモス

クワで知っていた。

女

に中
は国
過情
敏報

* 

」の一
例に示されるようにけJ

のだという個所を『Dテラトウ

ールナ
ヤ・
ガ
ゼlhF（文
学新

聞）』
が二月四日付で早速引用

していた。
ともあれ、
私の値い

エストニア旅行でまで『サンケ

イ新聞』
が話題に

夢。っとは思
とが刻んである。
この滋には

いまでも桜参にくる人がいる

とみえて、
新しい卒浴裟が数

本立っ
ていた。

写真は、
その馬湾の惑が立

っているところから坂を降り

東京都文京区若荷谷の深光
馬琴の艇は、
急な細いコン
た右手に、
・たくさんな石仏や

寺は、
南総
里見
八犬伝の
者
夕刊μlトの坂を受り切った本
慈石を祭めたところがあっ
℃

者、
滝沢馬琴（一
七六七i一
堂の左手にあった。
馬琴は脱
そこから鐙楼を見上げて綴コ

八四八）
の裂があることで知
年失明して不過のうちに死ん
た。
鎚楼と
歪註戦後のもの

られている。
ちょうど拓大の
だが、
矢問中の紋をつけたなか
で、
苦からの場所に建ってい

東門のまえで、
このあたり細
なか
立派な
懇で、
正面に
ニ
るが新しい。
石仏はほとんど

い坂道が入りこんでいて、
車
行、
右側に者
佳品磁嘗震笠居
江戸時代のもので、
地政を刻

で
行くと
ちょっ
と
不便であ
士、
郵永元戊申年一
冬十一
月
んだものが多かったが、
片ひ

る。
深光寺も
援の
よに
あっ
六日。
左側に田町田守より先に死
ざを立て、
ほおに手をあてた

た。

んだ、
妥のお百の戒名と年湾
弥勃やハスのつぼみを持っ
た

観音像などもあった。
どれも

死者を弔った義様である。

ところで、
深光寺の本誌の

まえに、一
基のヰリJシタン幻

簡が立っていた。
浄土宗の寺

とキPシタン灯鎚の組みあわ

せも民昧があるが、
この寺の

まえから地下鉄の後楽園駅の

ほうに行っ
たところに、
切文

丹波がある。
その坂の一
角が

昔、
キリJシタン屋敷があった

ところで、
もちろんいまは首

遇の住宅街になっているが、

切支丹屋敷跡とかいた石松が

立っ
ている。

深光寺にあったキHMシタン

灯鰭も、
ヰDシタン民放にゆ

かりのあった人のものかもし

れない。

文・
日野
粉之街
写真・
水野

rJ 
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モ
ス
ク
ワ

よ
り
日
本
女

ごうして、
彼らはエストニア

が現在、
ロシア共和国のなかで

もっ
とも西欧的で
あ｛ωことを誇

っ
ており、
エストニア語による

「文化的自治」
を強めて、
むし

ろロシア人をみくだしているか

のような様子が一
時の来訪
者で

i！� 
。フルプライト大学院
賢
主

募集
在日合衆国教育
委
民
会

〈フルプ一フイト委員会）
事務局

大
学
院
留
学
生
係
（一
T
m
東
京
都
千

代田区永田町ニノ一
四ノ一一、
山

主グランドビルディング内、
電

霞O＝一刷局＝一二＝二
番）
では、

行年9月から一
年間米国
の大学

院で研究する日本人に①「全額

支
給
奨
学
金
（
旅
費、
授
業
料、
生

活
賞、
書
籍
代、
健
肢
・
傷
筈
保
険

を

含む）
」
と
②
「
旅
費
支
給
奨
学

金（
往復旅段、
健
氏・
川崎
密
保

険）」の二種の
翠
茎希望者を採

集している。
マ応募資格日抑留

以下で大学卒業者、
英語能力は

5月げ日に行われる試験を受け

る（応募者は4月5日までに問
事務問に
申込
密を送
ることv

マ一専攻分野Hアメ円以力研究、
社

会学、
社会・
文化人類学、
法律

学、
歴史学ほか。
手続き・
選考

予定H所定の登録祭と研究計画

窃を4月初日までに同事
務局に

提出。
応募資格を抑制たす者に対

し、
前記
英語能力試験の点数を

検討しなつえで申請密用紙が送

付される。
問い合わせおよび申

し、診が沓鎖は同事務局へ直接釆
局するか、
郵便で街求」3る。

〈〉惜mm回ロマン・ロラン研究

会

問日午後5時
初分、
労音会

館会総笠（国匂水道橋昭下車）。

「グlテとロランの変」
鈴木＝一

郎
防氏。
会奴仰向。

し、
滋賃収コ一までも際問一に白

川

山
三Z霊ノ、
ふ堅二5uJ喰リ

む

い
もよらなかっただけに、
この

一
件はタDンでの多くの驚きの

なかでもひ
舟淫」わ印象強いもの

であった。（東京外館大助教授）

界

〈〉
力
ナ
モ
ジ
カ
イ
例
会

同
日
午

後6時初分、
国立教育会館5陥

（地下鉄虎ノ門駅下車）。
「国

語研究所初年ノ思イ出」
前国立

国語研

究所長、
岩淵

悦太朗氏。

会場政畑山円。
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